
久居こどもの遊び場づくり事業

新しい地方経済・生活環境創生交付金を活用

お城公園こども遊び場づくり事業

お城公園

津警察署

旧社会福祉センター駐車エリア

キッズエリア

キッチンカー
エリア

交流イベント
エリア

　　「こどもまんなか社会実現会議」は、津市のこども・子育て施策に当事者の思い

を反映するため、こども・若者、子育て当事者から直接意見をお聞きしていく仕組

みです。「こども会議」「事業推進会議」「総合会議」の３つの会議から構成し、市職員

も参加者と同じ目線で議論に参加して、事業の具体化を支援・促進していきます。

詳
し
く
は

こ
ち
ら
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こどもまんなか社会実現会議の構成

４月から
始動！

こども・若者、子育て

当事者が集まり、

総合的な視点から

こども・子育て施策

についての

議論を深めます。

総合会議

こども会議
　小中学生と高校生年代の

こどもが、津市の

こども施策について、

意見を出し合います。

夏休み期間中に

開催予定です。

メンバーが自由に出入りし、

具体化が想定される事業や

政策テーマによって、

さまざまな形で事業を推進する

変幻自在な組織です。

　

事業推進会議
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メンバー募集

　オープンして34年が経過し、老朽化が進む久居中

央スポーツ公園。こどもが遊びを創造し、遊びを通じ

て「できた！」が体験できる、こどもを中心に新たな

人のつながりを生む場所への再生を検討しています。

　旧社会福祉センターの跡地とその横にある児童広

場を活用し、こどもの遊び場を新設！津城跡の天守

台跡地の景観と併せて、楽しめる公園への再生を検

討しています。

４月

６月

７月

１０月

　

津
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そ
し
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そ
の
中
の
一
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で
あ
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「
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ま
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な
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実
現
会

議
」
が
始
動
し
、
「
こ
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も
の
遊
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く
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に
つ
い
て
の
第
１

回
事
業
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
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さ
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転入子育て世帯に
空き家購入費用を助成

　市外に住む子育て世帯が空き家を購入して転

入した場合に、取得費用の一部を支援します。            

対　象　市外から転入し、18歳未満のこどもを

有する子育て世帯

要　件　市内の空き家を取得し世帯で転入する　など

助成額　空き家取得額(居住誘導区域内は上限150万円、

それ以外は上限100万円)           

津市こども基金を活用

津市こども基金を活用

産前・子育て応援
ヘルパー派遣事業を開始

　妊娠・出産・子育てに対して不安や負

担を抱え、日常生活に支援を必要とす

る家庭に、ヘルパーが自宅を訪問し、家

事や育児等を支援します。

利用時間　年最大48時間で、原則１回

２時間(多胎児家庭は年最大96時間)

費　用　１,000円／時間(住民税非課

税世帯・生活保護世帯は無料)

           
詳しくは広報津６月号に掲載します

こども誰でも通園制度を 
試行的に実施

　就労要件を問わず、月一定時間までの利用可能枠の中

で柔軟に利用できる通園制度を試行的に実施します。

子ども・子育て支援交付金を活用

こども安心サポート
任意予防接種費用を助成

　任意接種であるこどもの流行性耳下腺炎（おた

ふくかぜ）ワクチンなどの接種費用を助成します。

※季節性インフルエンザワクチンも10月から開始

詳しくはＰ10、21へ

詳しくは次ページへ

 こどもまんなか社会
実現会議がスタート

一般財源を活用

子ども・子育て支援交付金を活用

公立保育施設での
主食提供を全園で実施
　家庭から主食(ごはん）をご持参

いただくことをやめ、全ての公立

保育園で、炊飯したごはんをおか

ずとともに提供します。

一般財源を活用

１月

来年

令和７年５月号5 4令和７年５月号


